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小笠原村第 6 期扇浦宅地分譲 第２回募集要綱
第４次募集：新規（購入＋定期賃借）

（ 所 在 地 等 ）

第 １ 条 本 要 綱 に 係 る 宅 地 分 譲 の 所 在 地 等 に つ い て は 次 の と お り で あ る 。

（ １ ） 所 在 地 小 笠 原 村 父 島 字 扇 浦 地 内

（ ２ ） 地 目 宅 地

（ ３ ） 総 面 積 ８ ０ ４ ． ２ ４ ㎡

（ ４ ） 区 画 数 別 図 の と お り 全 ２ 区 画

（ ５ ） 区 画 用 途 、 面 積 、 お よ び 譲 渡 代 金 ま た は 賃 借 料 月 額

別 表 の と お り

区 画

番 号

面 積

(㎡ )

譲 渡 代 金

(円 )

賃 借 料

月 額 (円 )
建 築 で き る 建 物 の 種 別

申 込 者

の 資 格

第 3 376 .7 3 9 ,1 75 ,0 00 9 ,1 75
専 用 住 宅 ま た は

店 舗 併 用 住 宅
個 人

第 13 427 .5 1 7 ,1 59 ,0 00 7 ,1 59 専 用 住 宅 の み 個 人
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(案)



（ 募 集 の 内 容 ）

第 ２ 条 こ の 要 綱 で 募 集 す る の は 、 宅 地 の 購 入 (以 下 「 購 入 」 と い う 。 )及

び 借 地 借 家 法 (平 成 ３ 年 法 律 第 ９ ０ 号 )第 ２ ２ 条 に 基 づ く 一 般 定 期 借 地 権

に よ る 宅 地 の 賃 借 （ 以 下 「 賃 借 」 と い う 。 ） の 申 込 と す る 。

（ 申 込 期 間 ）

第 ３ 条 申 込 の 受 付 は 、 平 成 ２ ９ 年 １ １ 月 １ ３ 日 か ら １ １ 月 ３ ０ 日 ま で の

祝 休 日 を 除 く 月 曜 日 か ら 金 曜 日 の 午 前 ８ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で と す る 。

（ 申 込 者 の 資 格 ）

第 ４ 条 申 込 者 は 、 申 込 期 間 の 初 日 現 在 次 の 各 事 項 に 該 当 し な け れ ば な ら

な い 。

（ １ ） 自 ら 居 住 す る た め の 住 宅 を 必 要 と す る 者 。

（ ２ ） 小 笠 原 村 に 住 民 登 録 を し て お り 、 年 齢 が ２ ０ 歳 以 上 の 者 。

ま た は 、 旧 島 民 の う ち 年 齢 が ２ ０ 歳 以 上 で 永 住 の 目 的 を も っ て 小

笠 原 村 に 移 住 し よ う と す る 者 。

＊ 旧 島 民 と は 、 昭 和 １ ９ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 小 笠 原 諸 島 に 住 所 を 有 し

て い た 者 で 、 昭 和 ４ ３ 年 ６ 月 ２ ５ 日 に 小 笠 原 諸 島 以 外 の 本 邦 の

地 域 に 住 所 を 有 し て い た 者 お よ び そ れ ら の 者 の 父 母 、 配 偶 者

（ 届 出 を し て い な い が 、 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者

を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） な ら び に 子 お よ び 孫 な ら び に こ れ ら の 配

偶 者 を 指 す も の と す る ｡次 条 以 下 同 様 と す る 。

（ ３ ） 購 入 の 場 合 、 土 地 売 買 契 約 締 結 の 日 か ら ５ 年 以 内 に 、 自 ら 居 住 す

る た め の 住 宅 を 建 設 で き る 者 。

賃 借 の 場 合 、 定 期 借 地 権 設 定 契 約 締 結 の 日 か ら ３ 年 以 内 に 、 自 ら

居 住 す る た め の 住 宅 を 建 設 で き る 者 。

（ ４ ） 購 入 の 場 合 、 所 定 の 日 ま で に 譲 渡 代 金 の 全 額 を 支 払 う こ と が で き

る 者 。

賃 借 の 場 合 、 所 定 の 日 ま で に 保 証 金 の 全 額 を 村 に 預 託 す る こ と が

で き る 者 。

（ ５ ） 小 笠 原 村 の 集 落 地 域 内 に 、 自 ら 居 住 す る こ と の で き る 土 地 を 所 有

し て い な い 者 。

（ ６ ） 小 笠 原 村 の 集 落 地 域 内 に 、 自 ら 居 住 す る 住 宅 を 現 に 所 有 し て い な

い 者 。

（ ７ ） 小 笠 原 村 に 対 し 、 納 入 期 限 の 到 来 し て い る 債 務 を 全 て 完 納 し て い

る 者 。

第 ５ 条 削 除

（ 申 込 方 法 ）

第 ６ 条 購 入 ま た は 賃 借 希 望 者 は 、 宅 地 分 譲 申 込 書 （ 様 式 １ － １ ） に よ り

申 込 を す る も の と す る 。 た だ し 、 申 込 は 、 １ 世 帯 （ 住 宅 建 築 後 に 同 居 を

予 定 し て い る 者 全 て を 含 む 。 ） に つ き １ 名 と す る 。

（ 申 込 者 の 優 先 順 位 ）

第 ７ 条 申 込 者 に は 、 そ れ ぞ れ 次 の 優 先 順 位 を 設 け る 。

（ １ ） 第 １ 優 先 順 位 購 入 の 申 込 者 で 、 申 込 期 間 の 初 日 現 在 、 引 続 き ３

年 以 上 小 笠 原 村 に 住 民 登 録 を し 、 か つ 居 住 し て い る 個 人 。

（ ２ ） 第 ２ 優 先 順 位 購 入 の 申 込 者 で 、 申 込 期 間 の 初 日 現 在 、 小 笠 原 村

に 住 民 登 録 を し 、 か つ 居 住 し て い る 個 人 。

ま た は 、 旧 島 民 の う ち 、 永 住 の 目 的 を も っ て 小 笠 原 村 に 移 住 し よ

う と す る 個 人 。

（ ３ ） 第 ３ 優 先 順 位 賃 借 の 申 込 者 で 、 申 込 期 間 の 初 日 現 在 、 引 続 き ３

年 以 上 小 笠 原 村 に 住 民 登 録 を し 、 か つ 居 住 し て い る 個 人 。



（ ４ ） 第 ４ 優 先 順 位 賃 借 の 申 込 者 で 、 申 込 期 間 の 初 日 現 在 、 小 笠 原 村

に 住 民 登 録 を し 、 か つ 居 住 し て い る 個 人 。

ま た は 、 旧 島 民 の う ち 、 永 住 の 目 的 を も っ て 小 笠 原 村 に 移 住 し よ

う と す る 個 人 。

（ 申 込 状 況 の 情 報 開 示 ）

第 ８ 条 申 込 状 況 に つ い て は 、 村 ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp)、 村 役 場 財 政 課 及 び 母 島 支 所 窓

口 に て 公 開 す る 。

（ 分 譲 当 選 者 の 決 定 方 法 ）

第 ９ 条 分 譲 当 選 者 は 、 区 画 ご と に 当 選 順 位 第 1 位 か ら 第 ３ 位 ま で を 決 定

し 、 順 位 第 1 位 の 者 を 当 選 者 、 順 位 第 ２ 位 及 び 第 ３ 位 の 者 を 補 欠 者 と す

る 。

２ そ の 区 画 の 申 込 者 の 全 員 に つ い て 資 格 審 査 の う え 、 資 格 に 瑕 疵 の な い

者 の う ち か ら 次 の 手 順 に よ り 当 選 者 を 決 定 す る 。

（ １ ） 申 込 者 が １ 名 の 場 合 は 、 優 先 順 位 に か か わ ら ず そ の 申 込 者 を 当 選

者 と す る 。

（ ２ ） 申 込 者 が ２ 名 以 上 の 場 合 で 、 第 １ 優 先 順 位 の 申 込 者 が １ 名 の 場 合

は そ の 申 込 者 を 当 選 者 （ 当 選 順 位 第 １ 位 ） と し 、 以 降 の 優 先 順 位 に

従 い 順 次 補 欠 者 ２ 名 （ 当 選 順 位 第 ２ 位 か ら 第 ３ 位 ま で ） を 決 定 す る 。

同 じ 優 先 順 位 の 者 が ２ 名 以 上 い る 場 合 は 、 必 要 に 応 じ て 第 １ 優 先

順 位 か ら 順 次 優 先 順 位 ご と の 公 開 抽 選 を 行 い 、 当 選 者 と 補 欠 者 ２ 名

（ 当 選 順 位 第 １ 位 か ら 第 ３ 位 ま で ） を 決 定 す る 。

（ ３ ） 申 込 者 が ２ 名 以 上 の 場 合 で 、 第 １ 優 先 順 位 の 申 込 者 が い な い 場 合 、

第 ２ 優 先 順 位 以 降 の 申 込 者 に よ り 当 選 者 と 補 欠 者 ２ 名 （ 当 選 順 位 第

１ 位 か ら 第 ３ 位 ま で ） を 決 定 す る 。

当 選 者 の 決 定 方 法 は （ ２ ） に 準 じ て 行 う 。

以 降 、 必 要 に 応 じ て 、 同 様 に 順 次 下 位 の 優 先 順 位 の 申 込 者 の 中 か

ら 当 選 者 と 補 欠 者 ２ 名 （ 当 選 順 位 第 １ 位 か ら 第 ３ 位 ま で ） を 決 定 す

る 。

（ ４ ） 当 選 者 が 、 当 選 権 を 辞 退 し た 場 合 、 ま た は 契 約 を 締 結 し な か っ た

場 合 、 順 次 補 欠 者 を 繰 り 上 げ 、 当 選 者 と す る 。

第 10 条 削 除

（ 購 入 に 係 る 契 約 等 の 条 件 ）

第 11 条 購 入 に 係 る 契 約 等 の 条 件 は 次 の と お り と す る 。

（ １ ） 契 約 の 締 結

当 選 者 は 、 当 選 決 定 後 ３ ０ 日 以 内 に 土 地 譲 渡 契 約 を 締 結 し な け

れ ば な ら な い 。 こ の 期 間 内 に 契 約 を 締 結 し な い と き は 、 当 選 権 を

辞 退 し た も の と み な す 。

当 選 者 が 期 間 内 に 土 地 譲 渡 契 約 を 締 結 し な か っ た 場 合 に は 、 当

選 順 位 第 ２ 位 の 補 欠 者 を 繰 り 上 げ て 当 選 者 と す る が 、 こ の 場 合 、

前 の 当 選 者 の 契 約 期 限 に １ ４ 日 を 加 え た 期 日 ま で に 土 地 譲 渡 契 約

を 締 結 し な け れ ば な ら な い 。

以 降 、 当 選 順 位 第 ３ 位 の 補 欠 者 ま で 同 様 と す る 。

（ ２ ） 土 地 譲 渡 代 金 の 支 払 い

譲 受 人 は 土 地 譲 渡 契 約 締 結 時 に 手 付 金 と し て １ ０ 万 円 、 ま た 、

譲 渡 代 金 の 残 金 全 額 を 、 契 約 締 結 の 日 の 翌 日 か ら ５ カ 月 以 内 に 村

に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

な お 、 手 付 金 は 譲 受 人 の 都 合 に よ り 契 約 を 解 除 し た 場 合 に は 、

返 還 し な い 。

（ ３ ） 土 地 の 所 有 権 移 転 お よ び 引 渡 時 期



村 は 、 土 地 譲 渡 代 金 の 支 払 い が 完 了 し た 後 、 す み や か に 土 地 の

引 渡 し お よ び 所 有 権 移 転 登 記 を 行 う 。

移 転 登 記 の 手 続 き は 村 が 代 行 し 、 登 記 に 要 す る 費 用 は 譲 受 人 が

負 担 す る 。

（ ４ ） 土 地 の 共 有 に つ い て

次 の 条 件 を 全 て 備 え て い る 場 合 に は 、 土 地 を 共 有 名 義 に す る こ

と が で き る 。

① 申 込 者 本 人 が 個 人 で あ る こ と 。

② 婚 姻 の 届 出 を し 、 か つ 、 受 理 さ れ た 夫 婦 、 ま た は 親 子 で あ る

こ と 。

③ 申 込 者 本 人 が ２ 分 の １ 以 上 の 持 分 を 持 つ も の と し て 、 か つ 当

該 土 地 を 分 割 し な い こ と 。

④ 土 地 譲 渡 契 約 に 規 定 す る 債 務 を 共 同 し て 履 行 す る こ と が で き

る こ と 。

⑤ 共 有 名 義 人 は 申 込 者 と 同 居 す る こ と 。

（ ５ ） 買 戻 し 特 約

譲 渡 し た 宅 地 に は 、 土 地 譲 渡 契 約 を 締 結 し た 日 か ら １ ０ 年 間 、

買 戻 し の 特 約 登 記 を つ け る 。

（ ６ ） 権 利 処 分 の 制 限

土 地 譲 渡 契 約 締 結 後 １ ０ 年 間 は 、 次 の 各 号 に 定 め る 場 合 を 除 き 、

譲 り 受 け た 宅 地 お よ び 宅 地 に 建 築 さ れ た 建 築 物 の 所 有 権 、 地 上 権 、

質 権 、 貸 借 権 、 使 用 貸 借 に よ る 権 利 、 そ の 他 の 使 用 お よ び 収 益 を

目 的 と す る 権 利 、 も し く は 抵 当 権 の 設 定 ま た は 移 転 を 行 う こ と は

で き な い 。

① 相 続 そ の 他 の 一 般 承 継 に よ り 当 該 権 利 が 移 転 す る 場 合 。

② 土 地 収 用 法 そ の 他 の 法 律 に よ り 収 用 さ れ 、 ま た は 使 用 さ れ る

場 合 。

③ 第 22 条 に 定 め る 範 囲 の 権 利 の 設 定 等 に つ い て 村 に 申 請 し 、

事 前 に 承 認 を 得 た 場 合 。

（ ７ ） 分 筆 の 制 限

土 地 譲 渡 契 約 締 結 後 １ ０ 年 間 は 、 村 が 特 別 に 認 め る 場 合 の ほ か 、

譲 り 受 け た 宅 地 の 分 筆 登 記 は 出 来 な い 。

（ ８ ） 建 築 義 務

譲 受 人 は 、 第 13 条 に 定 め る 建 築 物 を 土 地 譲 渡 契 約 締 結 後 ４ 年

以 内 に 着 工 し 、 ５ 年 以 内 に 完 成 さ せ 、 か つ 自 ら 継 続 し て 居 住 し な

け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 着 工 ・ 完 成 期 限 に つ い て 合 理 的 事 情 が

あ る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 延 長 等 に つ い て 別 途 協 議 す る 。

（ 賃 借 に 係 る 契 約 等 の 条 件 ）

第 12 条 賃 借 に 係 る 契 約 等 の 条 件 は 次 の と お り と す る 。

（ １ ） 契 約 の 締 結

当 選 者 は 、 当 選 決 定 後 ３ ０ 日 以 内 に 存 続 期 間 ５ ０ 年 間 の 定 期 借

地 権 設 定 契 約 を 締 結 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 期 間 内 に 契 約 を 締

結 し な い と き は 、 当 選 権 を 辞 退 し た も の と み な す 。

当 選 者 が 期 間 内 に 定 期 借 地 権 設 定 契 約 を 締 結 し な か っ た 場 合 に

は 、 当 選 順 位 第 ２ 位 の 補 欠 者 を 繰 り 上 げ て 当 選 者 と す る が 、 こ の

場 合 、 前 の 当 選 者 の 契 約 期 限 に １ ４ 日 を 加 え た 期 日 ま で に 定 期 借

地 権 設 定 契 約 を 締 結 し な け れ ば な ら な い 。

以 降 、 当 選 順 位 第 ３ 位 の 補 欠 者 ま で 同 様 と す る 。

（ ２ ） 土 地 の 引 渡 し 及 び 現 状 変 更

村 は 定 期 借 地 権 設 定 契 約 締 結 後 、 す み や か に 賃 借 人 に 対 し 現 状

有 姿 に て 土 地 の 引 渡 し を 行 う も の と す る 。

な お 、 賃 借 人 は 次 項 に 規 定 す る 保 証 金 を 預 託 す る ま で 、 土 地 の

現 状 を 改 変 す る こ と は で き な い 。



（ ３ ） 保 証 金 の 預 託

賃 借 人 は 保 証 金 ２ ５ ０ 万 円 を 、 定 期 借 地 権 設 定 契 約 締 結 の 日 の

翌 日 か ら ３ カ 月 以 内 に 村 に 預 託 し な け れ ば な ら な い 。

（ ４ ） 定 期 借 地 権 設 定 登 記

村 は 、 保 証 金 の 預 託 を 確 認 し た 後 、 定 期 借 地 権 設 定 登 記 を 行 う 。

定 期 借 地 権 設 定 登 記 の 手 続 き は 村 が 代 行 し 、 登 記 に 要 す る 費 用

は 賃 借 人 が 負 担 す る 。

（ ５ ） 賃 借 料

賃 借 料 は 、 定 期 借 地 権 設 定 契 約 を 締 結 し た 日 の 属 す る 月 か ら 発

生 す る も の と す る 。

最 初 の 月 の 賃 借 料 は 、 定 期 借 地 権 設 定 契 約 締 結 時 に 納 め な け れ

ば な ら な い 。

そ の 後 は 翌 月 分 を 、 村 の 指 定 す る 期 日 ま で に 、 村 の 指 定 す る 金

融 機 関 へ の 振 り 込 み に よ り 納 め な け れ ば な ら な い 。

（ ６ ） 権 利 移 転 の 制 限

定 期 借 地 権 設 定 契 約 締 結 の 日 か ら １ ０ 年 間 は 、 次 の 各 号 に 定 め

る 場 合 を 除 き 、 本 件 借 地 権 、 保 証 金 返 還 請 求 権 、 お よ び 宅 地 に 建

築 さ れ た 建 築 物 の 所 有 権 、 質 権 、 使 用 貸 借 に よ る 権 利 ま た は 賃 借

権 そ の 他 の 使 用 及 び 収 益 を 目 的 と す る 権 利 、 も し く は 抵 当 権 の 設

定 ま た は 移 転 を 行 う こ と は 出 来 な い 。

① 相 続 そ の 他 の 一 般 承 継 に よ り 当 該 権 利 が 移 転 す る 場 合 。

② 第 22 条 に 定 め る 範 囲 の 権 利 の 設 定 等 に つ い て 村 に 申 請 し 、

事 前 に 承 認 を 得 た 場 合 。

（ ７ ） 建 築 義 務

賃 借 人 は 、 第 13 条 に 定 め る 建 築 物 を 定 期 借 地 権 設 定 契 約 締 結

後 ２ 年 以 内 に 着 工 し 、 ３ 年 以 内 に 完 成 さ せ 、 か つ 自 ら 継 続 し て 居

住 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 着 工 ・ 完 成 期 限 に つ い て 合 理 的

事 情 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 そ の 延 長 等 に つ い て 別 途 協 議 す

る 。

（ 分 譲 地 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 ）

第 13 条 本 分 譲 地 に 建 築 で き る 建 築 物 は 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律

第 ２ ０ 号 ） そ の 他 関 係 法 令 に 定 め る も の の ほ か 、 次 の 各 事 項 に 該 当 す る

も の で な け れ ば な ら な い 。

（ １ ） 総 則

① 建 築 物 の 用 途 は 、 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 が 自 ら 居 住 す る 専 用 住

宅 ま た は 店 舗 併 用 住 宅 と す る 。

② １ 区 画 内 の 建 築 規 模 は 建 築 面 積 が ５ ５ ㎡ 以 上 と す る こ と 。

③ 建 築 面 積 の 敷 地 面 積 に 対 す る 割 合 （ 建 ぺ い 率 ） は 、 １ ０ 分 の

４ 以 内 、 建 築 物 の 高 さ は １ ０ ｍ 以 下 と す る こ と 。

④ 建 物 の 外 壁 、 ま た は こ れ に 代 わ る 柱 の 面 （ 出 窓 、 柱 の あ る 玄

関 ポ ー チ お よ び 独 立 性 の あ る ２ 階 ベ ラ ン ダ 等 含 む 。 ） か ら 隣 地

境 界 線 ま で （ 隣 地 境 界 線 に 沿 っ て 擁 壁 が 設 置 し て あ る 場 合 は 、

当 該 擁 壁 の 背 面 ま で ） は １ ． ０ ｍ 以 上 、 道 路 境 界 線 ま で （ 道 路

境 界 線 に 沿 っ て 擁 壁 が 設 置 し て あ る 場 合 は 、 当 該 擁 壁 の 背 面 ま

で ） は ０ ． ５ ｍ 以 上 離 す こ と 。

ま た 、 建 物 の 軒 先 に つ い て は 隣 地 境 界 線 ま た は 道 路 境 界 線 か

ら ０ ． ３ ｍ 以 上 離 す こ と 。

な お 、 物 置 そ の 他 に 類 す る 用 途 に 供 し 、 軒 の 高 さ が ２ ． ３ ｍ

以 下 で 、 か つ 床 面 積 の 合 計 が ５ ㎡ 以 下 で あ る も の お よ び カ ー

ポ ー ト 等 （ 以 下 「 付 属 す る 建 築 物 等 」 と い う 。 ） に つ い て は こ

の 限 り で な い 。

⑤ カ プ セ ル 構 造 物 等 の 簡 易 ・ 仮 設 用 構 造 物 を 、 居 住 用 に 設 置 し

て は な ら な い 。



⑥ 上 水 道 は 宅 地 内 の 引 込 管 に 接 続 す る こ と 。

生 活 雑 排 水 お よ び し 尿 （ 以 下 「 汚 水 」 と い う 。 ） は 宅 地 内 の

公 設 桝 に 接 続 す る こ と 。

雨 水 は 宅 地 内 で 処 理 す る こ と 。

⑦ 宅 地 内 に は 、 量 水 器 お よ び 公 設 桝 の 維 持 管 理 の 支 障 と な る 構

造 物 を 構 築 し な い こ と 。

⑧ 敷 地 内 の 電 柱 等 の 既 設 構 造 物 は 移 設 で き な い こ と と す る 。

（ ２ ） 専 用 住 宅 の 制 限

専 用 住 宅 と は 、 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 が 自 ら 居 住 す る 住 宅 専 用 の

建 物 の こ と を い う 。

（ ３ ） 店 舗 併 用 住 宅 の 制 限

店 舗 併 用 住 宅 と は 、 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 が 自 ら 居 住 す る 住 宅 を

併 用 し た 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 用 途 を 兼 ね る 建 物 を い

う 。

① 事 務 所 。

② 民 宿 （ 旅 館 業 法 第 ２ 条 第 ３ 項 に よ る 簡 易 宿 所 営 業 ） 。

③ 日 用 品 の 販 売 を 主 た る 目 的 と す る 店 舗 。

④ 理 髪 店 、 美 容 院 、 質 屋 、 貸 衣 裳 屋 、 貸 本 屋 、 出 力 の 合 計 が

0.75 キ ロ ワ ッ ト 以 下 の 原 動 機 を 使 用 す る 洋 服 屋 、 畳 屋 、 建 具 屋 、

自 転 車 店 、 家 庭 電 気 器 具 店 そ の 他 こ れ ら に 類 す る サ ー ビ ス 業 を

営 む 店 舗 。

⑤ 出 力 の 合 計 が 、 0.75 キ ロ ワ ッ ト 以 下 の 原 動 機 を 使 用 し て 自 家

販 売 の た め に 食 品 製 造 業 （ 食 品 加 工 業 を 含 む 。 ） を 営 む パ ン 屋 、

米 屋 、 豆 腐 屋 、 菓 子 屋 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の 。

⑥ 学 習 塾 、 華 道 教 室 、 囲 碁 教 室 、 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設

⑦ 出 力 の 合 計 が 0.75 キ ロ ワ ッ ト 以 下 の 原 動 機 を 使 用 す る 美 術

品 ま た は 工 芸 品 を 製 作 す る た め の ア ト リ エ ま た は 工 房 。

⑧ 食 堂 （ 食 品 衛 生 法 施 行 令 第 三 十 五 条 第 １ 項 に 規 定 す る 飲 食 店

営 業 。 た だ し 風 俗 営 業 法 第 二 条 に 規 定 さ れ る も の を 除 く 。 ） 。

⑨ 喫 茶 店 （ 食 品 衛 生 法 施 行 令 第 三 十 五 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 喫 茶

店 営 業 。 た だ し 風 俗 営 業 法 第 二 条 に 規 定 さ れ る も の を 除 く 。 ） 。

⑩ 診 療 所

⑪ そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 で 、 特 に 村 が 認 め る も の 。

（ ４ ） 構 造 物 の 管 理 義 務

譲 受 人 ま た は 賃 借 人 は 、 敷 地 内 の 擁 壁 等 構 造 物 を 善 良 な 意 志 を

持 っ て 管 理 し 、 こ れ を 破 損 、 撤 去 し て は な ら な い 。 ま た 、 擁 壁 か

ら の は ね 出 し お よ び 積 み 増 し は し て は な ら な い 。

（ ５ ） 地 下 埋 設 物 の 保 護 義 務

宅 地 の 地 下 に 構 造 物 が 埋 設 さ れ て い る 区 画 に あ っ て は 、 土 地 の

所 有 区 分 に か か わ ら ず 、 こ れ を 破 損 さ せ て は な ら な い 。

（ ６ ） 宅 地 の 原 状 変 更 の 制 限

地 盤 高 の 変 更 等 、 宅 地 の 原 状 を 変 更 し て は な ら な い 。 た だ し 、

村 が 特 に そ の 必 要 を 認 め た と き は 、 こ の 限 り で は な い 。

こ の 場 合 、 あ ら か じ め 村 に 書 面 に よ り 届 出 て 、 そ の 承 認 を 受 け

な け れ ば な ら な い 。

（ ７ ） 建 築 物 の 事 前 承 認

譲 受 人 ま た は 賃 借 人 が 、 建 築 物 を 建 築 し よ う と す る と き は 、 建

築 確 認 申 請 前 に 当 該 建 築 物 の 設 計 図 書 お よ び 配 置 図 等 を 村 に 提 出

し 、 本 条 の 建 築 物 の 条 件 に 適 合 し て い る か の 事 前 承 認 を 受 け な け

れ ば な ら な い 。

な お 、 住 宅 に 付 属 す る 建 築 物 等 に つ い て は こ の 限 り で な い 。

２ 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 は 、 宅 地 内 に 複 数 の 建 築 物 を 建 築 す る こ と が で き

る 。 こ の 場 合 、 本 条 の 建 築 物 の 条 件 に 適 合 し て い る か の 判 断 は 、 区 画 内

の 複 数 の 建 築 物 を 合 わ せ て 判 断 す る も の と す る 。



（ 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 の 届 出 義 務 ）

第 14 条 譲 受 人 は 契 約 締 結 の 日 か ら １ ０ 年 以 内 に 、 賃 借 人 は 定 期 借 地 権

存 続 期 間 内 に 、 そ れ ぞ れ 次 の 事 項 に 該 当 し た と き は 、 遅 滞 な く 村 に 届 出

を し な け れ ば な ら な い 。

な お 、 こ の 場 合 、 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 に は 、 そ れ ぞ れ の 相 続 人 ま た は

法 定 代 理 人 を 含 む 。

（ １ ） 死 亡 し た と き 。

（ ２ ） 後 見 開 始 ま た は 補 佐 開 始 の 審 判 を 受 け た と き 。

（ ３ ） 氏 名 ま た は 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 社 名 ま た は 所 在 地 ） を 変 更 し た

と き 。

（ ４ ） 強 制 執 行 、 仮 差 押 え 、 仮 処 分 、 ま た は 競 売 の 申 立 を 受 け 、 も し く

は 和 議 の 申 立 を し た と き 。

（ ５ ） 整 理 開 始 ・ 更 生 手 続 開 始 （ 自 己 申 立 を 含 む ） 、 ま た は 破 産 の 申 立

（ 自 己 申 立 を 含 む 。 ） が あ っ た と き 。

（ ６ ） 法 令 の 規 定 に よ り 宅 地 を 収 用 さ れ 、 ま た は 使 用 さ れ た と き 。

（ ７ ） 建 築 に 着 手 し た と き お よ び 完 了 し た と き 。

（ 土 地 譲 渡 契 約 の 解 除 権 ）

第 15 条 譲 受 人 が 次 の 事 項 に 該 当 す る と 認 め ら れ る と き は 、 村 は こ の 契

約 を 解 除 で き る も の と し 、 こ の 場 合 譲 受 人 は 、 村 に 宅 地 を 返 還 し な け れ

ば な ら な い 。

（ １ ） 資 格 を 偽 る 等 不 正 な 方 法 で 宅 地 を 譲 り 受 け た と き 。

（ ２ ） 土 地 譲 渡 契 約 に 違 反 し た と き 。

（ ３ ） 指 定 期 日 ま で に 土 地 譲 渡 代 金 の 支 払 が な さ れ な い と き 。

（ ４ ） 契 約 解 除 の 申 し 出 が あ っ た と き 。

２ 前 項 に よ り 契 約 を 解 除 し た と き の 取 扱 い は 、 次 の と お り と す る 。

（ １ ） 譲 受 人 は 、 村 が 指 定 す る 期 日 ま で に 宅 地 を 契 約 時 の 状 態 に 戻 し て

村 に 返 還 し な け れ ば な ら な い 。 譲 受 人 が 契 約 時 の 状 態 に 復 帰 し な い

と き は 、 村 が こ れ を 代 行 し そ の 費 用 は 譲 受 人 の 負 担 と す る 。

た だ し 、 村 が 原 状 に 復 す る 必 要 が な い と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り

で は な い 。

（ ２ ） 村 は 、 受 領 し た 土 地 譲 渡 代 金 を 譲 受 人 に 返 還 す る 。 た だ し 、 こ の

返 還 金 に 利 息 は つ け な い 。

（ ３ ） 譲 受 人 は 前 条 に よ り 村 が こ の 契 約 を 解 除 し た 時 は 、 土 地 譲 渡 代 金

の ５ ％ に 相 当 す る 額 の 違 約 金 と 、 土 地 譲 渡 契 約 締 結 日 か ら 契 約 解 除

に よ り 村 が 宅 地 の 引 渡 し を 受 け る ま で の 使 用 料 相 当 額 と を 村 に 支 払

わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 譲 受 人 の 責 に よ ら な い 事 由 に よ り 契

約 を 解 除 し た 場 合 で 、 村 が 社 会 通 念 上 特 に 認 め た も の に つ い て は 、

村 は 違 約 金 お よ び 使 用 料 相 当 額 の 支 払 い を 減 額 ま た は 免 除 す る こ と

が で き る 。

（ ４ ） 前 項 の 使 用 料 相 当 額 の 月 額 は 、 土 地 の 譲 渡 代 金 に １ ０ ０ ０ 分 の ５

を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合 に お い て 1 ケ 月 未 満 の 端 数 が あ る

と き は 日 割 り 計 算 に よ る も の と し 、 1 日 使 用 料 相 当 額 は 、 当 該 月 額

に ３ ０ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。

３ 村 が 契 約 を 解 除 し た こ と に よ っ て 譲 受 人 が 損 失 を 受 け る こ と が あ っ て

も 、 村 は そ の 損 失 を 補 償 し な い 。

４ 土 地 譲 渡 代 金 の 返 還 等 の 村 の 金 銭 債 務 と 、 違 約 金 そ の 他 の 譲 受 人 の 金

銭 債 務 と は 、 相 殺 す る こ と が で き る 。

（ 土 地 譲 渡 契 約 に お け る 宅 地 の 買 戻 し 権 ）

第 16 条 土 地 譲 渡 契 約 を 締 結 し た 日 か ら １ ０ 年 間 に お い て 、 譲 受 人 が 次

の 事 項 に 該 当 す る と 認 め ら れ る と き は 、 村 は 宅 地 を 買 戻 す こ と が で き る 。



（ １ ） 第 11 条 (６ )権 利 処 分 の 制 限 に 違 反 し た と き 。

（ ２ ） 第 11 条 (７ )分 筆 の 制 限 に 違 反 し た と き 。

（ ３ ） 第 11 条 (８ )建 築 義 務 に 違 反 し た と き 。

（ ４ ） 第 13 条 分 譲 地 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 違 反 し た と き 。

（ ５ ） 住 宅 等 の 建 設 が 完 了 す る ま で の 間 に 、 第 14 条 (４ )ま た は (５ )に

該 当 し た 場 合 。

（ ６ ） 譲 受 人 （ ま た は 相 続 人 ） が 、 当 該 宅 地 に 継 続 し て 居 住 す る こ と が

で き な く な っ た と き 。

２ 前 項 に よ り 宅 地 の 買 戻 し を 決 定 し た と き の 取 扱 い は 、 次 の と お り と す

る 。

（ １ ） 契 約 解 除 の 場 合 と 同 様 に 譲 受 人 は 、 村 が 指 定 す る 期 日 ま で に 宅 地

を 契 約 時 の 状 態 に 戻 し て 村 に 引 き 渡 さ な け れ ば な ら な い 。

契 約 時 の 状 態 に 復 帰 し な い と き は 、 村 が こ れ を 代 行 し そ の 費 用 は

譲 受 人 の 負 担 と す る 。

た だ し 、 村 が 原 状 に 復 す る 必 要 が な い と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り

で は な い 。

（ ２ ） 買 戻 し 代 金 は 土 地 譲 渡 契 約 に 定 め る 譲 渡 代 金 の 額 と す る 。 た だ し 、

利 息 は つ け な い 。

（ ３ ） 前 項 に よ り 村 が 土 地 を 買 戻 し た と き は 、 譲 受 人 は 、 土 地 譲 渡 代 金

の ３ ０ ％ に 相 当 す る 額 の 違 約 金 と 、 村 が 譲 受 人 に 土 地 の 引 渡 し を 行

な っ た 日 の 属 す る 月 か ら こ の 契 約 の 解 除 ま た は 土 地 の 買 戻 し に よ り

村 が 譲 受 人 か ら 土 地 の 引 渡 し を 受 け た 日 の 属 す る 月 ま で の 土 地 の 使

用 料 相 当 額 を 村 の 定 め る と こ ろ に よ り 村 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 譲 受 人 の 責 に よ ら な い 事 由 に よ り 契 約 を 解 除 し た 場 合 で 、

村 が 社 会 通 念 上 特 に 認 め た も の に つ い て は 、 村 は 違 約 金 お よ び 使 用

料 相 当 額 の 支 払 い を 減 額 ま た は 免 除 す る こ と が で き る 。

（ ４ ） 前 項 の 使 用 料 相 当 額 の 月 額 は 、 土 地 の 譲 渡 代 金 に １ ０ ０ ０ 分 の ５

を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合 に お い て 1 ケ 月 未 満 の 端 数 が あ る

と き は 日 割 り 計 算 に よ る も の と し 、 1 日 使 用 料 相 当 額 は 、 当 該 月 額

に ３ ０ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。

３ 村 が 買 戻 し を し た こ と に よ っ て 譲 受 人 が 損 失 を 受 け る こ と が あ っ て も 、

村 は そ の 損 失 を 補 償 し な い 。

４ 買 戻 し 代 金 の 支 払 い 等 の 村 の 金 銭 債 務 と 、 違 約 金 そ の 他 の 譲 受 人 の 金

銭 債 務 と は 、 相 殺 す る こ と が で き る 。

（ 定 期 借 地 権 設 定 契 約 の 解 除 権 ）

第 17 条 賃 借 人 が 次 の 事 項 に 該 当 す る と 認 め ら れ る と き は 、 村 は こ の 定

期 借 地 権 設 定 契 約 を 解 除 で き る も の と し 、 こ の 場 合 賃 借 人 は 、 村 に 宅 地

を 返 還 し な け れ ば な ら な い 。

（ １ ） 資 格 を 偽 る 等 不 正 な 方 法 で 定 期 借 地 権 設 定 契 約 を 締 結 し た こ と が

明 ら か に な っ た と き 。

（ ２ ） 住 宅 等 の 建 設 が 完 了 す る ま で の 間 に 、 第 14 条 (４ )ま た は (５ )に

該 当 し た 場 合 。

２ 賃 借 人 が 次 の 事 項 に 該 当 す る と 認 め ら れ る 場 合 に お い て 、 村 が 相 当 の

期 間 を 定 め て 当 該 事 項 に 係 る 義 務 の 履 行 を 賃 借 人 に 催 告 し た に も か か わ

ら ず 、 賃 借 人 が そ の 期 間 内 に 当 該 義 務 を 履 行 し な い と き は 村 は 本 契 約 を

解 除 す る こ と が で き る も の と す る 。 た だ し 、 本 契 約 に お け る 当 事 者 間 の

信 頼 関 係 が 未 だ 損 な わ れ て い な い と 認 め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で は な

い 。

（ １ ） 賃 借 料 の 支 払 い を ３ カ 月 以 上 怠 っ た と き 。

（ ２ ） 村 の 承 認 を 得 ず に 保 証 金 返 還 請 求 権 を 第 三 者 に 譲 渡 し た り 、 担 保

に 供 し た と き 。

（ ３ ） 第 12 条 (６ )権 利 移 転 の 制 限 に 違 反 し た と き 。

（ ４ ） 第 12 条 (７ )建 築 義 務 に 違 反 し た と き 。



（ ５ ） 第 13 条 分 譲 地 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 違 反 し た と き 。

３ 賃 借 人 が 次 の 事 項 に 該 当 す る と き は 、 賃 借 人 は 村 に 対 し 、 本 契 約 の 解

除 を 申 し 入 れ る で き る も の と す る 。 た だ し 、 こ の 申 し 入 れ は 宅 地 の 明 け

渡 し 予 定 日 の ３ カ 月 以 上 前 に 、 書 面 に よ り 行 う も の と す る 。

（ １ ） 宅 地 に 建 築 さ れ た 建 築 物 が 滅 失 ま た は 著 し く 毀 損 し 、 新 た に 建 築

物 を 再 築 で き な い と き 。

（ ２ ） そ の 他 、 や む を 得 な い 事 由 に よ り 、 賃 借 人 （ ま た は 相 続 人 ） が 本

土 地 に 継 続 し て 居 住 す る こ と が で き な く な っ た と き 。

４ 前 ３ 項 に よ り 契 約 を 解 除 し た と き の 取 扱 い は 、 次 の と お り と す る 。

（ １ ） 賃 借 人 は 、 村 が 指 定 す る 期 日 ま で に 宅 地 を 契 約 時 の 状 態 に 戻 し て

村 に 返 還 し な け れ ば な ら な い 。 賃 借 人 が 契 約 時 の 状 態 に 復 帰 し な い

と き は 、 村 が こ れ を 代 行 し そ の 費 用 は 賃 借 人 の 負 担 と す る 。

た だ し 、 村 が 原 状 に 復 す る 必 要 が な い と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り

で は な い 。

（ ２ ） 賃 借 人 は 、 賃 借 料 月 額 の ５ ０ 倍 に 相 当 す る 額 の 違 約 金 を 村 に 支 払

わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 賃 借 人 の 責 に よ ら な い 事 由 に よ り 契

約 を 解 除 し た 場 合 で 、 村 が 社 会 通 念 上 特 に 認 め た も の に つ い て は 、

村 は 違 約 金 の 支 払 い を 減 額 ま た は 免 除 す る こ と が で き る 。

（ ３ ） 賃 借 料 は 、 村 が 指 定 す る 期 日 が 属 す る 月 の 分 ま で 発 生 す る も の と

す る 。

（ ４ ） 宅 地 の 返 還 が 、 村 が 指 定 す る 期 日 か ら 遅 延 し た 場 合 に は 、 賃 借 人

は そ の 遅 延 期 間 に 応 じ 、 当 該 宅 地 の 賃 借 料 の ２ 倍 に 相 当 す る 額 を 、

遅 延 損 害 金 と し て 村 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

５ 村 が 契 約 を 解 除 し た こ と に よ っ て 賃 借 人 が 損 失 を 受 け る こ と が あ っ て

も 、 村 は そ の 損 失 を 補 償 し な い 。

６ 保 証 金 の 返 還 等 の 村 の 金 銭 債 務 と 、 違 約 金 そ の 他 の 賃 借 人 の 金 銭 債 務

と は 、 相 殺 す る こ と が で き る 。

（ 賃 借 の 期 間 中 途 で の 土 地 の 売 り 渡 し ）

第 18 条 賃 借 人 は 、 定 期 借 地 権 設 定 契 約 を 締 結 し た 日 か ら １ ０ 年 を 経 過

し た 日 の 後 に 、 当 該 宅 地 の 買 い 受 け を 希 望 す る 場 合 に は 、 村 に 対 し 書 面

に よ り 売 り 渡 し を 申 入 れ る こ と が で き る 。

２ 村 は 、 前 項 の 申 入 れ が あ っ た 場 合 は 、 次 の 事 項 に 該 当 す る 場 合 を 除 き 、

こ れ を 承 諾 す る も の と す る 。

（ １ ） 申 入 れ の 日 の 時 点 で 、 賃 借 人 に 村 に 対 す る 未 納 の 債 務 が あ る と き 。

（ ２ ） 申 入 れ の 日 の 時 点 ま で に 、 賃 借 人 に 定 期 借 地 権 設 定 契 約 に 対 し て

の 違 反 の 事 例 が あ っ た と き 。

（ ３ ） そ の 他 、 特 段 の 合 理 的 な 理 由 が あ る と き 。

３ 売 り 渡 し の 価 額 は 、 次 の 算 定 式 に よ り 決 定 す る 。

【 算 定 式 】 （ Ａ ×１ ． ５ ＋ Ｂ ） － Ｃ

た だ し 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ は そ れ ぞ れ 次 の と お り と す る 。

Ａ ： 第 １ 条 で 規 定 す る 当 該 宅 地 の 「 譲 渡 代 金 」 を 基 準 と し 、 申 し 入

れ の 時 点 で の 近 傍 地 の 標 準 地 価 等 を 勘 案 し 、 村 が 定 め る 額 。

Ｂ ： 賃 借 人 が 、 定 期 借 地 権 設 定 契 約 を 締 結 し た 日 に 当 該 宅 地 を 購 入

し て い た と 仮 定 し た 場 合 に 、 申 入 れ の 日 ま で に 課 せ ら れ て い た

不 動 産 取 得 税 お よ び 固 定 資 産 税 相 当 額 。

Ｃ ： 賃 借 人 が 、 申 入 れ の 日 ま で に 支 払 っ た 賃 借 料 の 総 額 。

（ 登 記 費 用 等 の 預 託 ）

第 19 条 村 は 、 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 か ら 登 記 費 用 等 の 預 託 を 受 け 、 必 要

な 手 続 を 完 了 し た の ち 清 算 す る 。 預 託 金 に 利 息 は つ け な い 。

（ 良 好 な 住 環 境 の 保 持 ）



第 20 条 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 は 、 次 の 事 項 に 留 意 し 、 分 譲 地 の 良 好 な 住

環 境 の 保 持 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ １ ） 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 は 、 譲 受 人 及 び 賃 借 人 相 互 間 の 権 利 義 務 の 調

整 等 を 行 な う た め 、 契 約 締 結 後 す み や か に 自 治 会 等 を 結 成 し 、 加 入

し な け れ ば な ら な い 。

（ ２ ） 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 は 、 将 来 的 に も 本 分 譲 要 綱 を 遵 守 し て 、 良 好

な 街 並 み を 保 持 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 良 好 な 街 並

み 景 観 が 形 成 さ れ る よ う 、 建 築 物 の 色 彩 な ど に つ い て は 、 別 に 定 め

る 「 小 笠 原 村 第 ６ 期 扇 浦 宅 地 分 譲 建 築 協 定 」 を 遵 守 し な け れ ば な ら

な い 。

（ ３ ） 路 上 駐 車 は し な い よ う 、 区 画 内 に 必 要 な 駐 車 ス ペ － ス を 確 保 し な

け れ ば な ら な い 。

（ ４ ） 天 然 記 念 物 （ オ ガ サ ワ ラ オ オ コ ウ モ リ ） の 営 巣 地 （ 冬 ネ グ ラ ） が

近 隣 に あ る こ と を 認 識 し 、 共 存 を 図 る た め の 対 策 に つ い て 協 力 し な

け れ ば な ら な い 。

（ ５ ） 店 舗 （ 併 用 住 宅 を 含 む ） に あ っ て は 次 の 各 号 を 遵 守 し な け れ ば な

ら な い 。

① 営 業 に 要 す る 資 材 や 発 生 材 等 は 、 露 天 で の 保 管 、 集 積 を し て

は な ら な い 。

② 営 業 で 使 用 す る ２ ト ン 以 上 の 貨 物 運 搬 用 車 両 、 な ら び に 建 築

機 械 、 お よ び そ れ ら に 類 す る 車 両 に つ い て は 、 区 画 内 を 置 き 場

に し て は な ら な い 。

（ 宅 地 の 管 理 ）

第 21 条 譲 受 人 ま た は 賃 借 人 は 、 宅 地 の 清 掃 ・ 除 草 に 努 め る と と も に 、

引 渡 し 後 の 土 地 の 管 理 を 自 己 の 責 任 と 負 担 に お い て 行 な わ な け れ ば な ら

な い 。

（ 権 利 の 設 定 範 囲 ）

第 22 条 第 11 条 (６ )-④ 及 び 第 12 条 (５ )-② で 認 め る 権 利 の 設 定 の 範 囲

は 以 下 の と お り と す る 。

（ １ ） 設 定 で き る 権 利 の 種 類

次 項 に 定 め る 金 融 機 関 等 か ら 資 金 を 借 り 受 け る 時 に 条 件 と し て

設 定 さ れ る 抵 当 権 お よ び 質 権 （ 火 災 保 険 お よ び 損 害 保 険 ）

（ ２ ） 金 融 機 関 の 範 囲

前 項 の 金 融 機 関 等 の 範 囲 は 、 次 に 掲 げ る 種 類 の 金 融 機 関 等 と す

る 。

１ )政 府 系 金 融 機 関

① 日 本 政 策 金 融 公 庫

② 商 工 組 合 中 央 金 庫

２ )銀 行 系 金 融 機 関

① 都 市 銀 行

② 地 方 銀 行

③ 第 二 地 方 銀 行

④ 信 託 銀 行

⑤ 長 期 信 用 銀 行

３ )共 同 組 織 金 融 機 関

① 信 用 金 庫

② 信 用 組 合

③ 労 働 金 庫

④ 農 業 協 同 組 合

⑤ 漁 業 協 同 組 合

４ )独 立 行 政 法 人

① 住 宅 金 融 支 援 機 構



５ )地 方 自 治 体

① 東 京 都

（ そ の 他 ）

第 23 条

（ １ ） こ の 要 綱 に 必 要 な 書 類 等 の 様 式 は 様 式 １ 号 か ら １ ３ 号 と す る 。

（ ２ ） こ の 要 綱 に 定 め の な い 事 項 は 、 村 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

附 則

こ の 要 綱 は 平 成 ２ ９ 年 １ ０ 月 ２ 日 か ら 施 行 す る ｡



様 式 １ － １

小笠原 村第 ６期 扇 浦宅地 分譲 第 ２ 回分譲 （第 ４次 募 集）申 込書

申 込 区 分
ど ち ら か を 〇 で 囲 っ

て く だ さ い 。 購入 賃借

申 込 者

住 所

小 笠 原 村

氏 名 印

生 年 月 日 明 ・ 大 ・ 昭 ・ 平 年 月

日

年 齢

連 絡 先
勤 務 先 ℡ ― 自 宅 ℡ ―

勤 務 先 名

同 居 予 定 者

続 柄 氏 名 年 齢 住 所

希 望 区 画

(区画種別を○で囲み､

区画番号を記入する)

区

画

種

別

専 用 住 宅 区 画

専 用 住 宅 ま た は
店舗併用住宅区画

区

画

番

号

第 ( ３ ・ １ ３ )区 画

建 設 予 定 建 物

種 別 専 用 住 宅 ・ 店 舗 併 用 住 宅 ○ で 囲 む

構造･規模

建 設 時 期 平 成 年 月 日 着 工 予 定

開 業 予 定 業 種 （ 営 業 区 画 の み ）

資 金 内 訳

自 己 資 金 借 入 金 借 入 先 (予 定 )

土 地 万 円 万 円

住 宅 万 円 万 円

添 付 書 類

① 身 分 証 明 書 （ 本 人 の も の ）

② 住 民 票 の 写 し （ 本 人 ・ 同 居 予 定 者 全 員 の も の ）

③ 同 居 予 定 者 が 婚 約 者 で あ る 場 合 は 、 こ れ を 証 明 す る 書 類

④ 申 込 み 優 先 順 位 を 証 明 で き る 書 類

受 付 番 号



様 式 1― 2

小笠原村第６期扇浦宅地分譲 第２回分譲（第４次）応募資格審査同意書

小笠原村第６期扇浦宅地分譲 第２回分譲に応募するにあたり、私の、下記の

全項目に係る納入期限超過の債務の有無について、小笠原村財政課が村各担当

課に対し、照会をかけることについて、同意します。

記

照会をかける項目

【総務課所管】 一時宿泊所使用料 /村営住宅使用料 /職員住宅使用料 /

情報センター使用料 /インターネット使用料 /

テレビ放送受信装置使用料

【財政課所管】 村民税 (個人 /法人 ) /固定資産税 /軽自動車税 /生活再建資金

【村民課所管】 国民健康保険税 /保育料 /有料老人ホーム使用料 /

出産費用貸付金 /墓地管理料

【産業観光課所管】 農場使用料

【建設水道課所管】 水道使用料 /下水道使用料 /浄化槽使用料 /

廃棄物処理手数料 /残土処理手数料

【教育課所管】 奨学資金貸付金

以上

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

印

※財政課による照会に同意できない者は、自ら、各所管課から上記項目に関する

納入期限超過が無い旨の証明を受け､その証明書を財政課用地係に提出するも

のとする｡



様式２－１

小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回分譲（第４次）当選通知

小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第９条に基づき、下記分譲地の

当選者となったことを通知します。

本日から３０日以内に、土地譲渡契約を締結してください。

この期間内に土地譲渡契約を締結しないときは、当選権を辞退したものとみ

なし、宅地譲受人の資格を失いますのでご注意ください。

記

当選区画 小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

当選日 平成 年 月 日

平成 年 月 日

殿

小笠原村長

印



様式２－２

小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回分譲（第４次）補欠当選通知

小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第９条に基づき、貴殿が下記分

譲地の補欠第 位となったことを通知します。

よって、当選者が当選権を辞退した場合、または契約を解除した場合、順次

補欠者を繰上げ、当選者といたします。

記

当選区画 小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

当選日 平成 年 月 日

平成 年 月 日

殿

小笠原村長

森 下 一 男 印



様式３

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地権利設定申請書

１．権利を設定しようとする区画､所在地及び面積

小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

小笠原村父島字扇浦３３番 ㎡

２．設定しようとする権利の種類

３．権利を設定する機関等

４．権利の設定期間

平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日

５．権利を設定する目的（条件等詳細に）

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

氏名 印



様式４－１

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地権利設定許可書

平成 年 月 日付で申請のあったこのことについては、下記の条件

を附し許可する。

記

１ 設定する抵当権について、設定期間、設定機関、目的、借入金等の変更

がある場合には、事前に村に届け出ること。

２ 小笠原村第6期扇浦宅地分譲要綱１７－（２）に規定する金融機関の融

資を受け、抵当権を設定するにあたり、別添の覚書に従うこと。

平成 年 月 日

殿

小笠原村長



様式４－２

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地権利設定許可書

平成 年 月 日付で申請のあったこのことについては、下記の条件

を附し許可する。

記

１ 設定する抵当権について、設定期間、設定機関、目的、借入金等の変更

がある場合には、事前に村に届け出ること。

平成 年 月 日

殿

小笠原村長



様式５

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地移転(賃借権設定)登記費用預託金請求書

￥

小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第１９条に基づき、

上記金額を移転登記費用預託金として請求します。

平成 年 月 日

殿

小笠原村長

森 下 一 男

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地移転(賃借権設定)登記費用預託金預り書

￥

小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第１９条に基づき、

上記金額を移転登記費用預託金として預りました。

平成 年 月 日

殿

小笠原村長

森 下 一 男



様式６

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地移転(賃借権設定)登記費用預託金清算書

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地移転登記費用預託金を、下記のとおり清算

します。

記

預 託 金 ￥

移転登記料 ￥

差引返還額 ￥

平成 年 月 日

殿

小笠原村長



様式７

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地移転(賃借権設定)登記費用預託清算金領収書

￥

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地移転登記費用預託清算金として、上記金

額を領収しました。

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

氏名 印



様式８

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地建築着手届

小笠原村第６期扇浦分譲地において、下記のとおり住宅建設に着手したいの

で、小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第１３条第７号および第１４

条第７号に基づき届出いたします。

記

１．区 画

小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

２．工 期

平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日

３．構造・規模

４．施工業者

５．添付書類 家屋の設計図書及び配置図等

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

氏名 印



様式９

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地建築完了届

小笠原村第６期扇浦分譲地において、下記のとおり住宅建設を完了したの

で、小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第１４条第７号に基づき届出

いたします。

記

１．区 画

小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

２．完了日

平成 年 月 日

３．添付書類

・住民票の写し（住宅建設場所のもの）

・都営住宅、小笠原村一時宿泊所又は小笠原村硫黄島旧島民一時

宿泊所退去届の受理証明の写し

（それぞれの住宅に入居していた者のみ。）

・ 営業許可証写し

（店舗区画・飲食区画・民宿区画のみ。）

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

氏名 印



様式１０

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地内別棟建設届

小笠原村第６期扇浦分譲地内に、下記のとおり別棟を建設したいので、小笠

原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第１３条第７号および第１４条第７号

に基づき届出いたします。

記

１．区 画 小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

２．別棟の構造・規模

３．別棟を建設する者・続柄

４．別棟入居予定者 続柄 氏 名 年齢 住 所

（続柄は別棟に入 本人

居する世帯主を

本人とする。）

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

氏名 印



様式１１

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地宅地の原状変更届

小笠原村第６期扇浦分譲地において、下記のとおり宅地の原状を変更したい

ので、小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第１３条第６号および第１

４条第７号に基づき届出いたします。

記

１．区画､所在地及び面積

小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

小笠原村父島字扇浦 番 ㎡

２．宅地の原状変更しようとする理由

３．添付書類

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

氏名 印



様式１２

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地宅地の原状変更完了届

小笠原村第６期扇浦分譲地において、下記のとおり宅地の原状変更を完了し

たので、小笠原村第６期扇浦宅地分譲第２回募集要綱第１３条第６号および第

１４条第７号に基づき届出いたします。

記

１．区画､所在地及び面積

小笠原村第６期扇浦分譲地 区画

小笠原村父島字扇浦 番 ㎡

２．完了日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

小笠原村長 殿

氏名 印



様式１３

小笠原村第６期扇浦宅地分譲地原状変更許可書

平成 年 月 日付で申請のあったこのことについては、下記の条件

を附し許可する。

記

１．原状変更に伴う村道擁壁等の撤去については、別途建設水道課

と協議すること。

２．原状変更後は、完了届（様式１２）を提出し、職員の検査

を受けること。

完了届（様式１２）については、建築着手届（様式８）を

提出し、原状変更が完了次第提出することとする。

平成 年 月 日

殿

小笠原村長

印


